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研究成果の概要：音声入力型の情報検索および音声を検索対象とした情報検索のための音声認

識戦略について研究を行った．具体的には，各単語やフレーズに対して検索に対する影響度を

モデル化し，検索への影響が大きいものから優先的に音声認識する方法について研究を行った．

音声入力型テキスト検索および講演音声からの重要文抽出において本音声認識戦略が有効であ

ることを確認した．各単語の影響度のモデル化も半自動で行えることがわかった． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

 ２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００７年度 1,100,000 0 1,100,000 

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 270,000 3,670,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目： 情報学・知覚情報処理・知能ロボティクス 
キーワード：音声認識，情報検索，探索アルゴリズム，ベイズリスク 
 
１．研究開始当初の背景 
記憶装置の大容量化と高速ネットワーク

の普及により，インターネットを通じて大規
模なデータに容易にアクセスできるように
なった．WEB 上には自然言語で記述された大
規模データ（音声データも含む）が大量に蓄
積され，必要とする情報を素早く確実に取り
出す技術，すなわち，高度な言語理解処理を
ともなう情報検索の手法が注目されている．
特に音声を含む映像データなどの高度な検
索手法は確立されていない．また，音声入力
による検索に対する要望も大きい．このよう
な高度な情報検索のために，音声認識は必須
の技術であり，その精度向上が強く望まれて

いる． 
従来，音声認識は『音声認識誤りの量』に
着目しており，全ての単語やフレーズを区別
せず一様に扱っていた．この結果，情報検索
にとって重要な単語を間違って認識しても，
たくさんのあまり重要でない単語（たとえば
助詞など）が正しく認識されるほうが，音声
認識結果として優先されるという問題があ
った．すなわち『各音声認識誤りの質』を高
めることが望まれており，「情報検索に致命
的な影響を与える単語やフレーズの誤りを
重要視し，そのようなものの誤りを最小にす
る」音声認識戦略が必要であった．  
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２．研究の目的 
 
（１）損失を最小化する“期待損失最小化音
声認識”手法の確立 
 
音声認識をパターン認識における期待損

失最小化の枠組み，すなわち，分類誤り（認
識誤り）に対して損失（損失は 0か１の二値
ではなく，認識誤りの『質』に応じた連続値）
を定義し，損失の平均値が最も小さくなるよ
うに識別を行うという枠組みでとらえ，質を
高める音声認識を実現する．この実現により，
情報検索にとって重要度の高い語句からき
ちんと音声認識されていくことが期待でき
る． 
さらにその際，全く新しい音声認識戦略を

設計するのではなく，これまでの音声認識研
究を包括する一般的な形式で音声認識戦略
を表現することを目指す． 
 
（２）情報検索における情報損失の観点から
の音声認識誤りの質の定義方法の確立 
 
損失基準の定義は重要な問題である．各語

句の認識誤りに対する損失は情報検索タス
クによって異なる．はじめに情報検索システ
ムに関する知識を用いて損失をモデル化す
る方法を確立し，次に知識を用いないで損失
のモデル化を行う自動化手法を確立する． 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）実情報検索タスクの整備 
 
実際に大規模な情報検索タスクを整備し，

そのタスクで提案手法の有効性を実証する．
具体的には，WEB 検索タスク，講演音声ドキ
ュメント検索タスク，要文抽出タスクを設計
し，提案手法の有効性を評価するための基盤
システムを構築する． 
 
（２）損失を最小化する“期待損失最小化音
声認識”アルゴリズムの実装 
  
 音声認識はパターン認識の一部であり，入
力音声に対してそれが属する語クラスを求
める問題である．このとき，あるクラスに属
するデータを誤ったクラスに分類した時の
損失を定義し，その期待損失，すなわちベイ
ズリスクを最小とする決定を行うように音
声認識を定式化し，実装する． 
具体的には，各語句の重要度を考慮した音

声認識の評価尺度（誤り率）を定義し，その
評価尺度を最小化するような音声認識を行
う． 
 

（３）情報検索における語句の重要度の自動
推定 
  
 情報検索タスクによって，各語句の重要度
は異なる．人手による設定は対象とする情報
検索システムについての深い知識が必要で
ありコストが大きいため，これを自動化する． 
具体的には，語句の重要度を考慮した音声認
識の評価尺度が検索の評価尺度と強い相関
をもつように語句の重要度を決定する．すな
わち，音声認識において誤り率を最小化する
ことが情報検索の精度低下を最も少なくす
ることと同一視できるように語句の重要度
を決定する． 
  
 
４．研究成果 
 
（１）実情報検索タスクの整備 
 以下の情報検索タスクを整備し，実際に検
索実験を行えるようにした 
1. WEB 検索タスク 
NTCIR3-WEBの音声検索タスクを導入し
た．100G サイズの検索タスクであり，
ベクトル空間モデルによる検索システ
ムを整備した． 

2. 講演音声ドキュメント検索タスク 
CSJ の 2702 講演から，検索要求に合致
する講演や発話の一部を検索するタス
クを整備した．ベクトル空間モデルに
よる検索システムを整備した．これは
近いうちに公開を行う予定である． 

3. 重要文抽出（重要文検索）タスク 
CSJ の講演から重要文を抽出するタス
クを整備した．談話標識を手掛かりと
した重要文を求めるシステムを整備し
た． 

 
（２）期待損失最小化音声認識の実装 
以下の 3種類の期待損失最小化音声認識を
実装し比較を行った． 
1. N-best 探索 
2. ラティス型単語グラフ探索 
3. コンフュージョンネットワーク（CN）
型単語グラフ探索 

2 のラティス型単語グラフ探索は計算量が
多いわりに高い精度が得られないこと, CN型
単語グラフ探索は精度に優れること，1 の
N-best 探索も比較的高速に動作し，精度につ
いても効果があることがわかった． 
オープンソースの音声認識エンジン
Julius に組み込むことを検討中であり，実現
できれば多くの研究者の間で利用できるも
のとなる． 
 
（３）語句の重要度の自動推定 
 単語重みは，その単語が音声認識で誤認識



 

 

されたときの検索に及ぼす影響に基づいて
決定する必要がある．この問題に対し，音声
認識の誤り率と情報検索精度の低下率が等
しくなるように，最急降下法に基づいて単語
の重要度の推定を行う方法（教師あり学習
法）を実現した．なお本手法は，以下の 3種
類のデータを用意するだけで適切な重要度
を推定するものである． 
1. 当該情報検索の典型的なクエリ集合と
その書き起こし 

2. 各クエリの音声認識結果 
3. 各クエリに対する検索の正解ラベル 
 
WEB 音声検索タスクにおいて，提案音声認

識手法により，音声認識精度と情報検索の精
度の両方を改善することができた． 
また，3 の検索正解ラベルを必要としない

学習法も実現し，教師ありと比べると若干劣
るものの，効果があることを確認した． 
 
本成果に関しては論文誌にまとめた上で

プログラム等の公開を目指している． 
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